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(57)【要約】
【課題】リバーシブル構造を持つことで１種類のクッシ 
ョンを使用して療養者の床ずれ防止を目的としたポジシ 
ョニングに用いたり、療養者の身体の一部又は全体を保 
持や支持する目的に用いたりすることができるクッショ 
ンを提供する。
【解決手段】クッション１０は、長手方向に所定の長さ 
を持つクッション本体１００を備え、クッション本体は 
、使用者Ｈの身体の少なくとも一部を載置可能である第 
１の面１１０と、第１の面の裏面側に位置し、第１の面 
を載置面に向かい合わせて配置した状態において、使用 
者Ｈの身体の少なくとも一部を載置可能な第２の面１２ 
０と、第１の面側に設けられるとともに、クッション本 
体の長手方向の一端部１３１と他端部１３２との間で連 
続的に延びており、第１の面に載置された使用者の身体 
の一部を挟み込んで保持する保持部１５０と、を有する 
。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 に 所 定 の 長 さ を 持 つ ク ッ シ ョ ン 本 体 を 備 え 、
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 は 、
　 使 用 者 の 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 載 置 可 能 で あ る 第 １ の 面 と 、
　 前 記 第 １ の 面 の 裏 面 側 に 位 置 し 、 前 記 第 １ の 面 を 載 置 面 に 向 か い 合 わ せ て 配 置 し た 状 態  
に お い て 、 前 記 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 載 置 可 能 な 第 ２ の 面 と 、
　 前 記 第 １ の 面 側 に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 長 手 方 向 の 一 端 部 と 他 端  
部 と の 間 で 連 続 的 に 延 び て お り 、 前 記 第 １ の 面 に 載 置 さ れ た 前 記 身 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん で  
保 持 す る 保 持 部 と 、 を 有 す る 、 ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 持 部 は 、 前 記 第 １ の 面 か ら 突 出 す る 第 １ 凸 部 及 び 第 ２ 凸 部 と 、 前 記 第 １ 凸 部 と 前  
記 第 ２ 凸 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 長 手 方 向 の 前 記 一 端 部 と 前 記 他 端 部  
と の 間 に 延 び る ス リ ッ ト 部 と 、 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 面 は 、 前 記 第 ２ の 面 か ら 離 間 す る 側 に 向 け て 凸 状 に 湾 曲 し た 断 面 形 状 を 有 し  
、
　 前 記 第 ２ の 面 は 、 前 記 第 １ の 面 か ら 離 間 す る 側 に 向 け て 凸 状 に 湾 曲 し た 断 面 形 状 を 有 す  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 内 部 に は 、 充 填 材 が 充 填 さ れ て お り 、
　 前 記 充 填 材 は 、 異 な る 大 き さ に 整 形 さ れ た 複 数 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 含 む 、 請 求 項 １ に  
記 載 の ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 を 収 容 可 能 な カ バ ー 部 材 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 及 び 前 記 カ バ ー 部 材 は 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 長 手 方 向 の 中 心 を 基  
準 に し て 回 転 対 称 な 平 面 形 状 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ク ッ シ ョ ン  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 使 用 者 （ 例 え ば 、 療 養 者 ） の 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 載 置 す る こ と が 可 能 な  
ク ッ シ ョ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 寝 た き り や 長 期 療 養 中 の 療 養 者 等 の 床 ず れ の 防 止 を 図 る た め に 、 療 養 者 の 姿 勢 を 側 臥 位  
で 保 持 す る こ と が あ る 。 療 養 者 の 姿 勢 を 側 臥 位 に 保 持 す る 際 、 所 定 の 形 状 や 大 き さ 、 ク ッ  
シ ョ ン 性 を 備 え る ク ッ シ ョ ン を 使 用 で き る 。 載 置 面 （ マ ッ ト レ ス の 上 面 等 ） と 療 養 者 の 身  
体 の 間 に ク ッ シ ョ ン を 差 し 込 む こ と に よ り 、 療 養 者 の 身 体 の 一 部 を 浮 か せ た 状 態 で 側 臥 位  
に 維 持 さ せ る こ と が で き る 。 療 養 者 の 姿 勢 を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ る ク ッ シ ョ ン に は 種  
々 の も の が 存 在 す る が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 ク ッ シ ョ ン 内 部 の 充 填 材 に 工 夫 を 凝 ら  
す こ と で 療 養 者 の 姿 勢 の 保 持 を 好 適 に 行 い 得 る ク ッ シ ョ ン が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １  
を 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － １ ６ ５ ４ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た ク ッ シ ョ ン を 使 用 す る こ と に よ り 、 療 養 者 の 姿 勢 を 側 臥 位 に 保  
持 す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し な が ら 、 ク ッ シ ョ ン 内 部 の 充 填 材 に 工 夫 を 凝 ら す だ け で  
は 、 実 際 の 使 用 環 境 （ 使 用 さ れ る 載 置 面 の 種 類 、 状 態 等 ） や 療 養 者 毎 の 身 体 の つ く り の 差  
異 等 に よ っ て 、 複 数 種 類 の 形 状 の ク ッ シ ョ ン を 同 時 に 使 用 し な け れ ば 、 姿 勢 保 持 機 能 を 発  
揮 し て 側 臥 位 を 維 持 す る こ と が 難 し く な る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 リ バ ー シ ブ ル 構 造 を 持 つ こ と で １ 種  
類 の ク ッ シ ョ ン を 使 用 し て 療 養 者 の 床 ず れ 防 止 を 目 的 と し た ポ ジ シ ョ ニ ン グ に 用 い た り 、  
療 養 者 の 身 体 の 一 部 又 は 全 体 を 保 持 や 支 持 す る 目 的 に 用 い た り す る こ と が で き る ク ッ シ ョ  
ン を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ク ッ シ ョ ン は 、 長 手 方 向 に 所 定 の 長 さ を 持 つ ク ッ シ ョ ン 本 体 を 備 え 、 前 記 ク ッ シ ョ ン 本  
体 は 、 使 用 者 の 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 載 置 可 能 で あ る 第 １ の 面 と 、 前 記 第 １ の 面 の 裏 面  
側 に 位 置 し 、 前 記 第 １ の 面 を 載 置 面 に 向 か い 合 わ せ て 配 置 し た 状 態 に お い て 、 前 記 身 体 の  
少 な く と も 一 部 を 載 置 可 能 な 第 ２ の 面 と 、 前 記 第 １ の 面 側 に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 ク  
ッ シ ョ ン 本 体 の 長 手 方 向 の 一 端 部 と 他 端 部 と の 間 で 連 続 的 に 延 び て お り 、 前 記 第 １ の 面 に  
載 置 さ れ た 前 記 身 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん で 保 持 す る 保 持 部 と 、 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ク ッ シ ョ ン が 備 え る ク ッ シ ョ ン 本 体 の 第 １ の 面 （ 例 え ば 、 表 側 の 面 ） に は 、 使 用 者 の 身  
体 の 一 部 を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 保 持 す る 保 持 部 が 設 け ら れ て い る 。 使 用 者 が 身 体 の 一 部 （ 例  
え ば 、 下 肢 の 一 部 ） を 保 持 部 に 配 置 す る と 、 使 用 者 の 自 重 に よ り 身 体 の 一 部 を 適 切 に ポ ジ  
シ ョ ニ ン グ す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 使 用 者 は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 に 身 体 の 一 部 を 載 置  
し た 状 態 に お い て 、 身 体 の 一 部 が 保 持 部 か ら 不 用 意 に 位 置 ズ レ し た り 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 に  
よ る 身 体 の 支 持 又 は 保 持 が 解 除 さ れ た り し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン を 第 １ の 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン を 第 ２ の 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 矢 印 ３ Ａ － ３ Ａ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す ４ Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン の 使 用 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 矢 印 ６ Ａ 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 す 矢 印 ７ Ａ 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ に 示 す 矢 印 ８ Ａ 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 変 形 例 １ に 係 る ク ッ シ ョ ン 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 変 形 例 ２ に 係 る ク ッ シ ョ ン 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 変 形 例 ３ に 係 る ク ッ シ ョ ン 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン を 第 １ の 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 図 面 の 説 明  
に お い て 同 一 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 図 面 の 寸 法  
比 率 は 、 説 明 の 都 合 上 誇 張 さ れ て お り 、 実 際 の 比 率 と は 異 な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン １ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は ク ッ シ ョ ン １ ０ を 第 １ の 面 １ １ ０ 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は ク ッ シ ョ ン １  
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０ を 第 ２ の 面 １ ２ ０ 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 図 １ に 示 す 矢 印 ３ Ａ － ３ Ａ に 沿 う 断  
面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ３ に 示 す ４ Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ ～ 図 ８ に は ク ッ シ ョ ン １ ０ の 使 用 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 使 用 者 （ 例 え ば 、 高 齢 者 や 要 介 護 者 等 の 療 養 者 ） Ｈ を ２ つ の ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使  
用 し て 所 定 の 姿 勢 に 保 持 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ は 図 ５ の 矢 印 ６ Ａ 方 向 か ら 見 た 図  
、 図 ７ は 図 ５ の 矢 印 ７ Ａ 方 向 か ら 見 た 図 、 図 ８ は 図 ５ の 矢 印 ８ Ａ 方 向 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ク ッ シ ョ ン １ ０ ）
　 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン １ ０ は 、 長 手 方 向 に 所 定  
の 長 さ を 持 つ ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ と 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ を 収 容 可 能 な カ バ ー 部 材 ２  
０ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ は 、 例 え ば 、 使 用 者 Ｈ を 側 臥 位 の 姿 勢 に 保 持 す る た  
め に 使 用 す る こ と が で き る 。 使 用 者 Ｈ は 、 例 え ば 、 同 時 に 複 数 の ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 す  
る こ と に よ り 側 臥 位 の 姿 勢 を 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 す  
る 際 、 枕 ３ ０ ０ 等 の 補 助 部 材 を 併 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 た だ し 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ の 具  
体 的 な 使 用 用 途 、 目 的 、 使 用 対 象 者 、 使 用 個 数 な ど に つ い て 特 に 制 限 は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 図 に 付 し た 矢 印 Ｘ １ － Ｘ ２ は ク ッ シ ョ ン １ ０ （ 又 は ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ ） の 長 手 方  
向 を 示 し 、 矢 印 Ｙ １ － Ｙ ２ は ク ッ シ ョ ン １ ０ （ 又 は ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ ） の 幅 方 向 を 示  
し 、 矢 印 Ｚ １ － Ｚ ２ は ク ッ シ ョ ン １ ０ （ 又 は ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ ） の 厚 み 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ ）
　 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ は 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 の 少  
な く と も 一 部 を 載 置 可 能 で あ る 第 １ の 面 １ １ ０ と 、 第 １ の 面 １ １ ０ の 裏 面 側 に 位 置 し 、 第  
１ の 面 １ １ ０ を 載 置 面 Ａ に 向 か い 合 わ せ て 配 置 し た 状 態 に お い て 、 身 体 の 少 な く と も 一 部  
を 載 置 可 能 な 第 ２ の 面 １ ２ ０ と 、 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 設 け ら れ る と と も に 、 ク ッ シ ョ ン 本  
体 １ ０ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 部 １ ３ １ と 他 端 部 １ ３ ２ と の 間 で 連 続 的 に 延 び て お り 、 第 １ の  
面 １ １ ０ に 載 置 さ れ た 身 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん で 保 持 す る 保 持 部 １ ５ ０ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ク ッ シ ョ ン １ ０ （ 又 は ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ ） を 使 用 す る 際 に 、 当 該 ク ッ シ ョ ン １ ０ が  
置 か れ る 載 置 面 Ａ と し て は 、 例 え ば 、 介 護 用 ベ ッ ド 装 置 の マ ッ ト レ ス の 上 面 、 ソ フ ァ ー の  
上 面 、 家 屋 の フ ロ ア ー 等 の 床 面 を 挙 げ る こ と が で き る 。 た だ し 、 載 置 面 Ａ は 、 ク ッ シ ョ ン  
１ ０ を 使 用 す る 使 用 環 境 に 応 じ て 異 な り 得 る も の で あ り 、 特 に 制 限 は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 保 持 部 １ ５ ０ は 、 図 １ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 面 １ １ ０ か ら 突 出 す る 第 １ 凸 部 １ ５  
１ 及 び 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ と 、 第 １ 凸 部 １ ５ １ と 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ と の 間 に 設 け ら れ 、 ク ッ シ ョ  
ン 本 体 １ ０ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 部 １ ３ １ と 他 端 部 １ ３ ２ と の 間 に 延 び る ス リ ッ ト 部 １ ５ ３  
と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 保 持 部 １ ５ ０ を 構 成 す る 第 １ 凸 部 １ ５ １ 、 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ 、 ス リ ッ  
ト 部 １ ５ ３ の 各 々 は 、 一 端 部 １ ３ １ と 他 端 部 １ ３ ２ と の 間 で 略 直 線 状 に 配 置 す る こ と が で  
き る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 幅 方 向 の 中 心 付  
近 で 略 直 線 状 に 延 び る よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 凸 部 １ ５ １ と 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ は 、 両 者 の 間 の 略 中 心 に ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ が 区 画 さ れ  
る よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 幅 方 向 の 中 心 位 置 か ら 互 い に 略 同 一 の 距 離 だ け 離 間 し  
て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 面 １ １ ０ は 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ か ら 離 間 す る 側 （ 矢 印 Ｚ １ 側 ）  
に 向 け て 凸 状 に 湾 曲 し て い る 。 ま た 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ は 、 第 １ の 面 １ １ ０ か ら 離 間 す る 側  
（ 矢 印 Ｚ ２ 側 ） に 向 け て 凸 状 に 湾 曲 し て い る 。 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 設 け ら れ た 第 １ 凸 部 １  
５ １ と 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ は 、 第 １ の 面 １ １ ０ よ り も 第 ２ の 面 １ ２ ０ か ら 離 間 す る よ う に 、 第  
１ の 面 １ １ ０ か ら 突 出 し た 凸 状 の 部 分 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 凸 部 １ ５ １ 及 び 第 ２ 凸 部 １  
５ ２ を 構 成 す る 部 分 を ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の ベ ー ス と な る 部 分 に 対 し て 取 り 付 け る （ 例  
え ば 、 縫 製 等 に よ る 接 続 す る ） こ と で 保 持 部 １ ５ ０ が 構 成 さ れ て い る よ う に し て も よ い し  
、 後 述 す る 各 変 形 例 で 示 す よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の ベ ー ス と な る 部 分 の 一 部 に 凸 形  
状 を 一 体 的 に 付 加 し て 保 持 部 １ ５ ０ が 構 成 さ れ て い る よ う に し て も よ い （ 図 ９ 、 図 １ ０ 、  
図 １ １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 使 用 者 Ｈ は 、 例 え ば 、 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 面 １ １ ０ を 使 用 者 Ｈ の 身  
体 側 に 配 置 し 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ を 載 置 面 Ａ 側 に 配 置 し た 状 態 で ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 す る  
こ と が で き る 。 こ の よ う な 使 用 方 法 に お い て 、 使 用 者 Ｈ は 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ に 下 肢 Ｌ の  
一 部 を 差 し 込 む よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ に は 、 ふ く ら は  
ぎ の 一 部 及 び 大 腿 部 の 一 部 を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 下 肢 Ｌ を ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ に 配 置 す る 際 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ を 間 に 挟 ん で 対 向 す る 第 １  
凸 部 １ ５ １ 及 び 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ は 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ 内 へ の 下 肢 Ｌ の 配 置 を ガ イ ド す る 。  
そ の た め 、 使 用 者 Ｈ 又 は 使 用 者 Ｈ を 介 護 す る 介 護 者 な ど は 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ 内 へ 使 用 者  
Ｈ の 下 肢 Ｌ の 一 部 を 容 易 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 者 Ｈ が ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ 内 に 下 肢 Ｌ の 一 部 を 配 置 す る と 、 使 用 者 の 自 重 で ス リ ッ ト  
部 １ ５ ３ の 周 囲 に 位 置 す る 第 １ 凸 部 １ ５ １ 及 び 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ が 下 肢 Ｌ の 一 部 を 包 み 込 む  
よ う に 変 形 す る 。 そ の た め 、 保 持 部 １ ５ ０ は 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ 内 に 配 置 さ れ た 下 肢 Ｌ を  
し っ か り と 保 持 し 、 下 肢 Ｌ の 安 定 感 を 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 載 置 面 Ａ に 対 し て 凸 状 の 断 面 を 備 え る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 面 １ ２ ０ は 、 保 持  
部 １ ５ ０ に 使 用 者 の 身 体 の 一 部 が 配 置 さ れ る と 、 自 重 に よ り 載 置 面 Ａ に 押 し 付 け ら れ て 、  
身 体 の 一 部 が 保 持 部 １ ５ ０ に 配 置 さ れ る 前 よ り も 載 置 面 Ａ に 沿 う よ う な 扁 平 な 断 面 形 状 に  
変 形 す る 。 そ の た め 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ は 、 載 置 面 Ａ に 対 し て ク ッ シ ョ ン １ ０ 全 体 を 面 で 支  
持 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 使 用 者 Ｈ の ク ッ シ ョ ン １ ０ に 対 す る 保 持 が よ り 一 層 安  
定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 使 用 者 Ｈ は 、 例 え ば 、 図 ５ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ を 使 用 者 Ｈ の 身 体 側 に  
配 置 し 、 第 １ の 面 １ １ ０ を 載 置 面 Ａ 側 に 配 置 し た 状 態 で ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 す る こ と も  
で き る 。 こ の よ う な 使 用 方 法 に お い て 、 使 用 者 Ｈ は 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ に 使 用 者 Ｈ の 胴 体 Ｂ  
の 一 部 （ 例 え ば 、 背 中 の 一 部 及 び 腰 部 の 一 部 ） を 載 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ の 面 １ １ ０ を 載 置 面 Ａ に 向 か い 合 わ せ て 配 置 し た 状 態 で 使 用 者  
Ｈ が 胴 体 Ｂ の 一 部 を 第 ２ の 面 １ ２ ０ に 載 置 す る と 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ が 使 用 者 Ｈ の 胴 体 Ｂ を  
面 で 支 持 す る 。 ま た 、 載 置 面 Ａ に 対 し て 突 出 し た 形 状 を な す 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ （ 又 は 第 １ 凸  
部 １ ５ １ ） は 、 支 点 Ｓ を 形 成 し 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ 全 体 が 使 用 者 Ｈ の 身 体 が 配 置 さ れ た 側 へ  
自 然 に 傾 く 。 そ の た め 、 載 置 面 Ａ と 使 用 者 Ｈ の 胴 体 Ｂ と の 間 に ク ッ シ ョ ン １ ０ を 差 し 込 む  
だ け で 、 載 置 面 Ａ と 使 用 者 Ｈ の 身 体 と の 間 に 所 定 の 傾 斜 角 θ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ク ッ シ  
ョ ン １ ０ に 使 用 者 Ｈ の 荷 重 が 掛 か っ た 状 態 で は 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ が 載 置 面 Ａ （ 例 え ば 、  
マ ッ ト レ ス ） に 引 っ 掛 か る よ う に 広 が る た め 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 と 載 置 面 Ａ と の 間 か ら ク ッ  
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シ ョ ン １ ０ が 抜 け る こ と を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ク ッ シ ョ ン １ ０  
を 使 用 す る こ と に よ り 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 を 図 ５ に 示 す 側 臥 位 の 姿 勢 で 安 定 的 に 保 持 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ に 示 す 使 用 例 で は 、 ２ つ の ク ッ シ ョ ン を 使 用 し 、 使 用 者 Ｈ の 右 脚 （ 下 肢 Ｌ ） の 一 部  
を 第 １ の 面 １ １ ０ に 設 け ら れ た 保 持 部 １ ５ ０ で 保 持 し つ つ 、 使 用 者 Ｈ の 胴 体 Ｂ の 右 半 身 側  
の 一 部 を 第 ２ の 面 １ ２ ０ に 載 置 し て い る 。 こ の よ う に ２ つ の ク ッ シ ョ ン を 使 用 す る こ と で  
、 使 用 者 Ｈ に 過 度 な 負 担 を 掛 け る こ と な く 、 使 用 者 Ｈ の 右 半 身 を 載 置 面 Ａ か ら 浮 か せ た 状  
態 で 使 用 者 Ｈ の 姿 勢 を 側 臥 位 の 状 態 で 安 定 的 に 保 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ５ に 示 す  
よ う に ２ つ の ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 す る 際 、 枕 ３ ０ ０ 等 の 補 助 部 材 を 併 用 す る こ と に よ り  
、 使 用 者 Ｈ の 頭 部 に 掛 か る 負 担 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 図 ５ ～ 図 ８ に 示 す ク ッ シ ョ ン  
１ ０ の 使 用 例 は 一 例 で あ り 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ の 具 体 的 な 使 用 形 態 （ 一 度 に 使 用 す る 個 数 、  
ク ッ シ ョ ン １ ０ に 載 置 す る 身 体 の 部 分 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ の 使 用 環 境 等 ） に つ い て 特 に 制 限  
は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に は 充 填 材 １ ６ ０ が 充 填 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 充 填 材 １ ６ ０ の 具 体 的 な 種 類 等 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 異 な る 大 き さ に 整 形 さ  
れ た 複 数 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ １ 、 １ ６ ２ を 使 用 す る こ と が で き る 。 ク ッ シ ョ ン 本 体 １  
０ ０ は 、 充 填 材 １ ６ ０ に ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ １ 、 １ ６ ２ が 含 ま れ て い る こ と に よ り 、 所  
定 の ク ッ シ ョ ン 性 （ 柔 軟 性 ） を 備 え た も の と な る 。 ま た 、 一 方 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ ２  
は 、 他 方 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ １ に 比 べ て 体 積 が 十 分 に 小 さ く 形 成 さ れ た も の （ 極 小 の  
ウ レ タ ン フ ォ ー ム ） で 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 充 填 材 １ ６ ０ の 一 部 に 極 小 の ウ  
レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ ２ を 含 ま せ る こ と に よ り 、 洗 濯 す る 際 等 に 充 填 材 １ ６ ０ 全 体 に お け る  
水 分 の 含 有 量 を 少 な く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ が 乾 燥 し 易 く  
な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 充 填 材 １ ６ ０ に 大 き さ の 異 な る 複 数 の ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ １ 、 １ ６ ２ を 含 ま せ  
る 場 合 、 各 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ６ １ 、 １ ６ ２ の 大 き さ 、 個 数 、 体 積 、 形 状 な ど に つ い て 特  
に 制 限 は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ ）
　 図 １ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ を 収 容 可 能 な カ バ  
ー 部 材 ２ ０ ０ を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ は 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ が ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ に  
装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 設 け ら れ た 保 持 部  
１ ５ ０ （ 第 １ 凸 部 １ ５ １ 、 第 ２ 凸 部 １ ５ ２ 、 ス リ ッ ト 部 １ ５ ３ ） の 形 状 が カ バ ー 部 材 ２ ０  
０ に よ っ て 消 失 さ れ る こ と が な い 構 造 を 備 え る 。 つ ま り 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ は 、 カ バ ー 部  
材 ２ ０ ０ が ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ を 収 容 し た 状 態 に お い て 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 外 形  
が カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ 越 し に 浮 き 出 る 程 度 の 厚 み や 材 質 等 を 備 え る 部 材 で 構 成 す る こ と が で  
き る 。 な お 、 図 ３ で は 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ は 二 点 鎖 線 に よ り 簡 略 的 に 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 配 置 さ れ る 第 １ の 面  
２ １ ０ と 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 第 ２ の 面 １ ２ ０ 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 面 ２ ２ ０ と 、 を  
備 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ に は 、 例 え ば 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 体  
位 の 補 正 操 作 や 体 位 変 換 動 作 を 容 易 に す る た め の ハ ン ド ル 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ を 設 け る こ と  
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が で き る 。 ハ ン ド ル 部 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ は 、 例 え ば 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 長 手 方 向 の 一  
端 部 １ ３ １ 及 び 他 端 部 １ ３ ２ に 対 応 し た 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 洗 濯 可 能 か つ 通 気 性 の 高 い 材 質 の も の や 、  
防 水 性 の 高 い 材 質 の も の を 任 意 に 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ に は 、  
カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ の 内 部 に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ を 収 容 す る た め の 開 口 部 や 、 開 口 部 を 開  
閉 す る ジ ッ パ ー や ボ タ ン 等 を 備 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン １ ０ は 、 長 手 方 向 に 所 定 の 長 さ を 持 つ ク ッ  
シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ を 備 え る 。 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ は 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 の 少 な く と も 一 部  
を 載 置 可 能 で あ る 第 １ の 面 １ １ ０ と 、 第 １ の 面 １ １ ０ の 裏 面 側 に 位 置 し 、 第 １ の 面 １ １ ０  
を 載 置 面 に 向 か い 合 わ せ て 配 置 し た 状 態 に お い て 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 載  
置 可 能 な 第 ２ の 面 １ ２ ０ と 、 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 設 け ら れ る と と も に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １  
０ ０ の 長 手 方 向 の 一 端 部 １ ３ １ と 他 端 部 １ ３ ２ と の 間 で 連 続 的 に 延 び て お り 、 第 １ の 面 １  
１ ０ に 載 置 さ れ た 使 用 者 Ｈ の 身 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん で 保 持 す る 保 持 部 １ ５ ０ と 、 を 有 す る  
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ の 第 １ の 面 （ 例 え ば 、 表 側 の 面 ） １ １ ０ に は 、 使 用  
者 Ｈ の 身 体 の 一 部 を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 保 持 す る 保 持 部 １ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 使 用 者 Ｈ  
が 身 体 の 一 部 （ 例 え ば 、 下 肢 Ｌ の 一 部 ） を 保 持 部 １ ５ ０ に 配 置 す る と 、 使 用 者 の 自 重 に よ  
り 、 身 体 の 一 部 を ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ に 対 し て 適 切 に ポ ジ シ ョ ニ ン グ す る こ と が で き る  
。 そ の た め 、 使 用 者 Ｈ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ に 身 体 の 一 部 を 載 置 し た 状 態 に お い て 、  
身 体 の 一 部 が 保 持 部 １ ５ ０ か ら 不 用 意 に 位 置 ズ レ た り 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ に よ る 身 体  
の 支 持 又 は 保 持 が 解 除 さ れ た り し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 保 持 部 １ ５ ０ は 、 第 １ の 面 １ １ ０ を 載 置 面 Ａ 側 に 配 置 し た 状 態 で 使 用 者 Ｈ が 身 体  
の 一 部 を 第 ２ の 面 （ 例 え ば 、 裏 側 の 面 ） １ ２ ０ に 載 置 し て 自 重 を 掛 け た 際 に 、 身 体 の 一 部  
を 斜 め に 傾 い た 状 態 で 保 持 す る た め の 傾 斜 し た 姿 勢 を 作 り だ す 支 点 Ｓ を 形 成 す る こ と が で  
き る 。 使 用 者 Ｈ は 、 例 え ば 、 背 中 と 載 置 面 Ａ と の 間 に ク ッ シ ョ ン １ ０ を 差 し 込 む だ け で 載  
置 面 Ａ に 対 し て 使 用 者 Ｈ の 身 体 を 所 定 の 傾 斜 角 θ だ け 傾 い た 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る  
。 こ れ に よ り 、 使 用 者 Ｈ は 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 し て 側 臥 位 に 保 持 さ れ た 状 態 を 安 定 的  
に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ 変 形 例 ＞
　 次 に 、 変 形 例 に 係 る ク ッ シ ョ ン を 説 明 す る 。 変 形 例 の 説 明 で は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態  
で 説 明 し た 内 容 は 適 宜 省 略 す る 。 ま た 、 変 形 例 の 説 明 に お い て 特 に 言 及 し て い な い 点 は 第  
１ 実 施 形 態 と 同 様 の も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン は 、 少 な く と も 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 を 備 え 、 か つ 当 該 ク ッ シ ョ ン  
本 体 １ ０ ０ の 第 １ の 面 １ １ ０ に 身 体 の 少 な く と も 一 部 を 挟 み 込 ん で 保 持 す る 保 持 部 を 備 え  
る 限 り 、 具 体 的 な 構 成 は 限 定 さ れ な い 。 こ の よ う な 観 点 よ り 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 は 、 例 え ば  
、 以 下 の 変 形 例 １ ～ ３ で 示 す よ う な 断 面 形 状 で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ に は 変 形 例 １ に 係 る ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ａ の 断 面 形 状 を 示 す 。 図 ９ は 第 １ 実 施 形  
態 の 説 明 で 示 し た 図 ３ に 対 応 す る 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ９ で は カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ の 図 示  
を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ａ は 、 第 １ の 面 １ １ ０ 側 に 設 け ら れ た 保 持 部  
１ ５ ０ を 備 え る 。 保 持 部 １ ５ ０ は 、 第 １ の 面 １ １ ０ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 部 （ 凹 状 の 溝 部  
） で 構 成 し て い る 。 第 ２ の 面 １ ２ ０ を 載 置 面 Ａ 側 に 配 置 し た 状 態 で 、 使 用 者 Ｈ が 保 持 部 １  
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５ ０ に 身 体 の 一 部 （ 例 え ば 、 下 肢 Ｌ の 一 部 ） を 配 置 す る と 、 保 持 部 １ ５ ０ が そ の 周 囲 の 部  
分 に 対 し て 沈 み こ み 、 身 体 の 一 部 を ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ａ に 対 し て 保 持 す る こ と が で き  
る 。 ま た 、 第 １ の 面 １ １ ０ を 載 置 面 Ａ 側 に 配 置 し た 状 態 で 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ に 使 用 者 Ｈ の  
身 体 の 一 部 （ 例 え ば 、 背 中 の 一 部 ） を 載 置 す る と 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 所 定 の 傾  
斜 角 θ を 形 成 し た 状 態 で 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 を 側 臥 位 の 状 態 で 安 定 的 に 保 持 す る こ と が で き  
る （ 図 ５ 、 図 ８ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 断 面 形 状 は 、 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 す 変 形 例 ２ の よ う に 構 成 す る こ と も  
可 能 で あ る 。 変 形 例 ２ に 示 す ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｂ は 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ に 複 数 の 凸 部 １  
７ １ 及 び 複 数 の 凹 部 １ ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 面 １ ２ ０ が 図 １ ０ に 示 す よ う な 断 面  
形 状 を 備 え て い る と 、 第 １ の 面 １ １ ０ に 使 用 者 の 身 体 の 一 部 を 載 置 し た 際 、 第 ２ の 面 １ ２  
０ が 載 置 面 Ａ に 対 し て 引 っ 掛 か る よ う に 機 能 す る 。 そ の た め 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ を 使 用 し て  
い る 間 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ が 位 置 ズ レ す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 断 面 形 状 は 、 例 え ば 、 図 １ １ に 示 す 変 形 例 ３ の よ う に 構 成 す る こ と も  
可 能 で あ る 。 変 形 例 ３ に 示 す ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｃ は 、 第 ２ の 面 １ ２ ０ に ス リ ッ ト 部 １  
８ ０ （ 凹 状 の 溝 部 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｃ を 構 成 し た 場  
合 に お い て も 、 前 述 し た 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 第 ２ の 面 １ ２ ０ と 同 様 の 各 効 果 を 発 揮 す る  
こ と が で き る （ 図 ５ 、 図 ８ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ２ に は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン １ ０ Ｄ の 斜 視 図 を 示 す 。 第 ２ 実 施 形 態 の 説  
明 で は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た 内 容 は 適 宜 省 略 す る 。 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 の 説  
明 に お い て 特 に 言 及 し て い な い 点 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ Ｄ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ と 、 カ バ ー 部 材 ２  
０ ０ Ｄ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ の 長 手 方  
向 の 中 心 ｃ １ を 基 準 に し て 回 転 対 称 な 平 面 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ は 、 長 手 方 向 の 一 端 部 １ ３ １ 側 に 形 成 さ れ た 突 出 部 １ ９ １ а と  
、 窪 み 部 １ ９ １ ｂ を 備 え る 。 突 出 部 １ ９ １ а は 、 平 面 視 に お い て 、 中 心 ｃ １ 側 か ら 離 間 す  
る よ う に 幅 方 向 （ 矢 印 Ｙ １ 方 向 ） に 突 出 し た 形 状 を 有 す る 。 窪 み 部 １ ９ １ ｂ は 、 平 面 視 に  
お い て 、 中 心 ｃ １ 側 に 向 け て 幅 方 向 （ 矢 印 Ｙ １ 方 向 ） に 窪 ん だ 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ は 、 長 手 方 向 の 他 端 部 １ ３ ２ 側 に 形 成 さ れ た 突 出 部 １ ９ ２ а と  
、 窪 み 部 １ ９ ２ ｂ を 備 え る 。 突 出 部 １ ９ ２ а は 、 平 面 視 に お い て 、 中 心 ｃ １ 側 か ら 離 間 す  
る よ う に 幅 方 向 （ 矢 印 Ｙ ２ 方 向 ） に 突 出 し た 形 状 を 有 す る 。 窪 み 部 １ ９ ２ ｂ は 、 平 面 視 に  
お い て 、 中 心 ｃ １ 側 に 向 け て 幅 方 向 （ 矢 印 Ｙ ２ 方 向 ） に 窪 ん だ 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ の 形 状 に 対 応 し た 平 面 形 状 を 備 え る 。  
上 述 し た よ う に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ は 、 中 心 ｃ １ を 基 準 に し  
て 回 転 対 称 な 平 面 形 状 を 備 え る 。 つ ま り 、 中 心 ｃ １ を 通 る 仮 想 軸 ｒ １ を 基 準 に し て ク ッ シ  
ョ ン １ ０ Ｄ を １ ８ ０ ° 回 転 さ せ た 場 合 、 回 転 前 後 に お い て ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ  
バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ の 平 面 形 状 は 同 一 の も の と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ク ッ シ ョ ン １ ０ Ｄ は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ が 平 面 視 に お い  
て 回 転 対 称 な 形 状 を 有 す る た め 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 ク ッ シ ョ ン 本 体  
１ ０ ０ Ｄ の 第 １ の 面 １ １ ０ を 上 面 側 に 配 置 し た 状 態 に お い て 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ に  
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カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ を 装 着 さ せ る 際 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ の 第 １ の 面 ２ １ ０ と カ バ ー 部 材  
２ ０ ０ Ｄ の 第 ２ の 面 ２ ２ ０ と が 逆 に な っ た 状 態 で は 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ 内 に ク ッ シ ョ ン  
本 体 １ ０ ０ Ｄ を 収 容 す る こ と が で き な く な る 。 つ ま り 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ に カ バ ー  
部 材 ２ ０ ０ Ｄ を 装 着 さ せ る 作 業 者 は 、 カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ の 表 裏 を 明 確 に 把 握 す る こ と が  
可 能 に な る 。 し た が っ て 、 作 業 者 が カ バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ の 表 裏 を 誤 っ た 状 態 で カ バ ー 部 材  
２ ０ ０ Ｄ に ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ を 収 容 し て し ま う こ と を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ク ッ シ ョ ン １ ０ Ｄ に お い て 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ  
バ ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ の 具 体 的 な 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 ク ッ シ ョ ン 本 体 １ ０ ０ Ｄ 及 び カ バ  
ー 部 材 ２ ０ ０ Ｄ は 、 長 手 方 向 に 所 定 の 長 さ を 持 ち 、 か つ 平 面 視 に お い て 回 転 対 称 な 形 状 を  
有 す る 限 り 、 任 意 の 形 状 で 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 、 実 施 形 態 及 び 変 形 例 を 通 じ て 本 発 明 に 係 る ク ッ シ ョ ン 本 体 及 び ク ッ シ ョ ン を 説 明  
し た が 、 本 発 明 は 明 細 書 内 で 説 明 し た 内 容 の み に 限 定 さ れ る も の で な く 、 特 許 請 求 の 範 囲  
の 記 載 に 基 づ い て 種 々 改 変 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 保 持 部 は 、 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 一 端 部 と 他 端 部 の 間 に 延 在 し て お り 、 か つ 、 身 体 の 一 部 を  
挟 み 込 ん で 保 持 す る こ と が 可 能 な 限 り 、 具 体 的 な 形 態 は 限 定 さ れ な い 。 保 持 部 は 、 例 え ば  
、 ク ッ シ ョ ン 本 体 の 一 端 部 と 他 端 部 の 間 で 斜 め 方 向 に 延 び る 平 面 形 状 や 湾 曲 し た 平 面 形 状  
で 延 在 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ の 面 側 に 充 填 さ れ た 充 填 材 と 第 ２ の 面 側 に 充 填 さ れ た 充 填 材 の 形 状 、 材 質 、 充 填 率  
や 充 填 方 法 等 を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 第 １ の 面 と 第 ２ の 面 で 異 な る 特 徴 （ ク ッ シ ョ ン 性  
や 変 形 性 等 ） を 備 え さ せ る よ う に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
１ ０         ク ッ シ ョ ン
１ ０ Ｄ       ク ッ シ ョ ン
１ ０ ０       ク ッ シ ョ ン 本 体
１ ０ ０ Ａ     ク ッ シ ョ ン 本 体
１ ０ ０ Ｂ     ク ッ シ ョ ン 本 体
１ ０ ０ Ｃ     ク ッ シ ョ ン 本 体
１ ０ ０ Ｄ     ク ッ シ ョ ン 本 体
１ １ ０       第 １ の 面
１ ２ ０       第 ２ の 面
１ ３ １       ク ッ シ ョ ン 本 体 の 一 端 部
１ ３ ２       ク ッ シ ョ ン 本 体 の 他 端 部
１ ５ ０       保 持 部
１ ５ １       第 １ 凸 部
１ ５ ２       第 ２ 凸 部
１ ５ ３       ス リ ッ ト 部
１ ６ ０       充 填 材
１ ６ １       ウ レ タ ン フ ォ ー ム
１ ６ ２       ウ レ タ ン フ ォ ー ム
２ ０ ０       カ バ ー 部 材
２ ０ ０ Ｄ     カ バ ー 部 材
２ １ ０       カ バ ー 部 材 の 第 １ の 面
２ ２ ０       カ バ ー 部 材 の 第 ２ の 面
Ａ           載 置 面
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Ｈ           使 用 者
Ｂ           使 用 者 の 胴 体
Ｌ           使 用 者 の 下 肢
Ｓ           保 持 部 が 形 成 す る 支 点
ｃ １         ク ッ シ ョ ン の 長 手 方 向 の 中 心
ｒ １         仮 想 軸
θ           傾 斜 角
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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